



明 石 恵 子,土 井 愛 美,山 口 知香枝
医療系学部 ・研究科連携教育委員会


































ケアに関 わ る行政職、 ボラ ンテ ィア グル ープやNPOな
ど、地域 の保健 医療 福祉 を担 うさまざまな人 々が教育 ・
指導 に参加 した。 また、名古屋市立大学 には、医療系学
部 ・研究科連携教育委員会(Allied Medical Education 
Committee : AMEC)が 設 置 されてお り、学 部生 と大
学院生の教育プ ログラムの立案 ・実施 ・評価を行 って い
る。
4.実 践 フ ィ ー ル ド
「な ごやかモデル」の実践 フィール ドと して、名古屋




市緑区鳴子 町 に名古屋市 立大学 コ ミュニテ ィ・ヘルス ケ
ア教育研究 セ ンター(以 下 、CHCセ ンター)が 設 置 さ
れた。地域療養医学、地域療養薬学、地域療養生活看護
学、地域 リハ ビリテ ーシ ョン学、地域ヘル スケア工学の
5講座が開設 され、特任教員5名 とキ ャリア支援 コーディ
ネー ター1名 が配置 された。そ して、地域連携 コーデ ィ
ネー ター1名 、保健師1名 、事務員2名 が常駐 した。 こ
の体制で、大学の関連部門 と連携を とりなが ら、多職種
連携在宅 医療 、AIP社会実現 のための地域交流 ・啓 発な
どの実習 ・研修 の企画 ・運営 お よび研究 指導 などが行 わ
れた。
さらに、CHCセ ンター内に「な ごやか暮 らしの保健室」
が設置 され た。 ここは、地域住民が暮 らしや健康、医療、
介護について気軽 に相談で きる場所であ るとともに、学
生に とって は住民相談への対応や交流イベ ント、サ ロ ン
の開催を通 じた学習の場であ った。
Ⅱ.「 な ご や か モ デ ル」 の 成 果
「な ごやかモデル」の活動 は多岐 にわた ったが、 ここ
で は、名古屋市立大学看護学部 と大学院看護学研究科の
学生が履修 した 「A:コ ミュニ テ ィ・ヘルス ケア卒前 教
育 プ ログラム」 お よび 「D:コ ミュニテ ィ・ヘ ルスケ ア
指導者養成 コース」の実施状況を報告す る。いずれ も名
古屋市立大学 ・大学教育推進機構会議(現 ：全学教育機
構)に おいて 「学部 ・研究科横断型教育プ ログラム」 と
して承認 されてお り、各科 目の実施部局以外の学生 は、
単位互換科 目と して履修 して いる。 また、 「A:コ ミュ
ニ ティ・ヘル スケア卒前教育 プ ログラム」「D:コ ミュニ
テ ィ・ヘ ルスケア指導者養成 コース」 を修了 した学生 に
は、それぞれの修了証が交付 され る。




























































































































事例を通 してサービスの在り方を議論 し、 自らの職種の
果たす役割を考えた。
看護学研究科の履修者は、平成26年度9名 、27年度

































































科で開講 されている。 質 の高 いAIP社会 実現 に向 けた
ヘルスケア ・コミュニティの構 築 ・運営 における支援 の
在 り方や仕 組みづ くりなどが教授 された。 また、実 践的
課題解決 演習 によって、ヘルスケア ・コミュニティにお
ける課 題、課 題解決 の手立 て、 解決方 法などが議論 さ
れた。
1)文 部科学省未来 医療 研究人材養成拠点事業 なご
やかモデル
https://nagoyaka-model.jp/
看護学研究科の履修者 は、平成26年度2名 、28年度
1名、29年度2名 であった。
(10)臨床研究マスタープログラム(5単 位 ・選択)
本科目は薬学研究科で開講された。研究方法の修得
が目的であるため、看護学研究科の履修科目からは外 し
た。
2)成果と課題
10単位以上を修得 し、修了証が交付された学生は3名
であり、いずれも平成27年度看護学研究科博士前期課程
修了生であった。それぞれ看護師や保健師として活躍 して
いるが、特にそのうちの1名 は、コース修了を活かして、
在宅ケアの実践や相談業務、医療者対象の勉強会などを
主な職務としている。さらに、平成29年度の入学生1名 も
修了を目指している。
また、本コースの科 目を履修した学生の専攻は、高齢者
看護学や地域保健看護学といった地域包括ケアシステムに
直結する領域だけではなかった。4年 間でがん看護 ・慢性
看護学、 クリティカルケア看護学、性生殖看護学 ・助産
学、看護マネジメント学、感染予防看護学、国際保健看
護学の学生が履修 した。どの領域であっても、超高齢社会
における看護を考える必要があり、本コースの履修によっ
て問題意識が高まったようである。また、医学研究科、薬
学研究科、工学研究科の学生 と一緒に学ぶことで、他の
職種の役割を知るとともに、自らの職種の役割を考え直す
きっかけとなっていた。
本コースも、履修者が少なかったことが残念である。 し
かし、臨床経験を有する看護学研究科の学生にとって、
「なごやかモデル」のような多職種連携教育は不可欠である。
補助事業終了後も、研究科横断型プログラムの位置づけや
名古屋工業大学との単位互換協定は維持され、講義科 目
の一部内容を変更し、演習 ・実習科目は統合 して開講さ
れる。予算の関係上、Webによる双方向映像配信型講義
の実施は難しく、社会人学生の履修が困難となるが、履修
手続きや単位認定の方法を工夫 して、本コースを維持 ・発
展させていきたい。
最後に、「なごやかモデル」にご協力いただいた皆様に心
より感謝申し上げます。
